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【2050年カーボンニュートラル】

・ 排出するカーボンの量と、それを吸収する

カーボンの量をバランスさせて

ニュートラルにするということ

・ 化石燃料の量をいかに減らして、

再生可能エネルギーの量を増やしていくか

【カーボンニュートラル転換への道筋（イメージ）】

・ 日本のCO2排出量は、

2018年の段階で10.6憶トン

・ 電力部門から4.5億トン

・ 非電力部門では、運輸が2憶トン、

産業で3憶トン、民生で1憶トン

・ エネルギー消費そのものを減らす

・ 電力部門を、いかに非化石電源に

切り替えできるか

【長期エネルギー需給見通し

　　（エネルギーミックス）における省エネ目標】

・ 徹底した省エネ

・ 家庭、運輸、業務、産業のそれぞれの分野に

わけて、5,030万キロリットルの省エネ



【エネルギーミックスの省エネ対策の

　　　　　　　　　　　　　進捗状況（2019年度）】

・ 産業部門、業務部門、家庭部門、運輸部門の

進捗率は、おおむね30～35％

・ 大きく対策が進んだのは照明の分野

ＬＥＤの導入

トップランナー機器（エアコン、ＴＶなど）

・ 進捗が遅いのが、家庭部門の住宅の省エネ

【業務部門における省エネ対策の

　　　　　　　　　　　　進捗状況（2019年度）】

・ 照明の進捗は非常に良い

・ 建築物の断熱改修については64.2％

・ 給湯の省エネも進んでいる

【家庭部門における省エネ対策の

　　　　　　　　　　　　進捗状況（2019年度）】

・ なかなか進んでいない分野が、

家庭のトップランナー機器の普及

・ 断熱改修についても遅れている



【再生可能エネルギーの導入状況】

・ 2030年までに、22～24％を再エネに

・ 太陽光の導入量の進み方が非常に堅調

・ 洋上風力発電の普及に、現在

政府は力を入れている

【各電源のリードタイムについて】

・ 風力、地熱は8年～10年

・ バイオマスは、大規模になると

アセスメントが必要

・ 太陽光は3年～5年

・ 上記のことからも、2030年までに、

太陽光を増やしていこう、というのが

大きな流れに

【屋根置き太陽光】

　　　　　　課題：住宅向けの普及への課題

・ ＺＥＨ化率

大手ハウスメーカーでは進んでいるが

中小工務店ではまだ進んでいない

・ ＺＥＨの普及と、屋根置き太陽光の普及は

連動する

・ 初期費用の負担が大きい

・ 既築の戸建てに設置するには、耐荷重、

屋根の構造の課題がある



【屋根置き太陽光】

　　　　　課題：非住宅向けの普及への課題

・ 工場、倉庫への屋根置きも普及

・ 構造上課題のある場合もある

・ 今後、壁面や窓への設置に期待

【次世代太陽電池の開発】

・ ベロブスカイト型の太陽光発電

（薄膜の太陽光発電）

【カーボンニュートラル時代の水素の役割】

・ 水素がキーテクノロジー

・ 水素は、日本が世界に先駆けてさまざまな

技術開発をしてきた分野

燃料電池、エネファーム

・ 今後は、大規模発電、船、航空機、トラック、

産業分野での活用も

・ 水素をどこから供給するか（つくりかた）が

最も重要



【今後の水素政策のポイント】

・ ５つの戦略分野

・ 参考として、次からのスライドで説明

【戦略分野①：水電解装置の開発強化】

・ 福島県の浪江町に世界最大級の

水電解装置

・ 太陽光発電からの電気で、水素発電

・ 電気分解の効率を上げ、このモジュールを

世界に輸出していきたい

【戦略分野②：国際水素サプライチェーンの構築】

・ 水素を世界中から運ぶ仕組みが、

2030年以降に世界中で動き出す

・ 水素を運ぶ技術をどこが抑えるのかが

ポイント

・ 日本の企業は、今先行して水素を運ぶ

技術を確立しつつある



【戦略分野③：輸送部門における水素利用】

・ 燃料電池自動車

・ トヨタがＭＩＲＡＩ２を発売

・ 国内には、ＦＣＶ燃料電池自動車が5,200台

・ 全国の水素ステーションは、162ヶ所

・ 燃料電池バスは全国で100台

・ 世界中の注目は、水素トラックの分野

（参考）ＦＣＶ：水素ＳＴに関する技術開発及び

　　　　　　　　　　　　　　　　　　規制見直しについて

・ ステーションの無人化

・ 道路輸送車両法の改正等

【戦略分野④：発電部門における水素利用】

・ 大規模発電でも水素発電所は今後普及

・ 石炭低燃ガスへの水素の混焼、

水素の専焼発電なども今後は出てくる



【戦略分野⑤：産業部門における水素利用】

・ 産業部門は、ツイスト還元製鉄など

まだまだ研究段階というところ

・ 2030年に商業化、2050年ごろに

サプライチェーンが構築されてくる見込み

【今後のロードマップ①　

　　脱炭素時代の水素供給の道筋】

【今後のロードマップ②　水素需要拡大の道筋】

省エネも、再エネでも、そして

キーテクノロジーになる水素についても、

大きく社会実装が進んでいき、

今後さまざまなビジネスチャンスが出てくる。

市場も大きく動き、制度も動いていく中で、

こうした動きをとらえて、新しいチャンスに

していただきたい。


